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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】狭いスペースに搭載可能なねじなし端子を組み
込み、導通チェックの容易なノイズフィルタを提供する
。
【解決手段】ケース本体８２と、複数の回路部品を覆っ
た状態でケース本体に装着されるケースカバー９２と、
ケース本体８２にケース本体と一体に形成されるＡＣ入
力端子台８６とＡＣ出力端子台８８と、ＡＣ入力端子台
とＡＣ出力端子台に、ケース本体の側面部内壁に面して
配置された接続板と、ケース本体側面部に対抗して配置
された電線固定用の屈曲した平板状の接圧ばねと、ケー
ス本体側面部に対して接続する電線と略平行な位置に配
置された接圧ばねの端部側を押下するリリースボタン５
０－１～５０－６と、回路部品に電気的に接続される導
体板とで構成されるねじなし端子と、電線挿入のための
開口部１６－１～１６－１０とリリースボタンをガイド
する開口部とを備えた端子カバーとを備えたノイズフィ
ルタ８０である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケース本体と、
　複数の回路部品を覆い前記ケース本体に装着されるケースカバーと、
　前記ケース本体に前記ケース本体と一体に形成されるＡＣ入力端子台とＡＣ出力端子台
と、
　前記ＡＣ入力端子台と前記ＡＣ出力端子台に、前記ケース本体の側面部内壁に面して配
置された接続板と、前記ケース本体側面部に対抗して配置された電線固定用の屈曲した平
板状の接圧ばねと、前記ケース本体側面部に対して接続する電線と略平行な位置に配置さ
れた前記接圧ばねの端部側を押下するリリースボタンと、前記回路部品に接続される導体
板とで構成されるねじなし端子と、
　前記電線挿入のための開口部と前記リリースボタンをガイドする開口部とを備えた端子
カバーと、
を備えたことを特徴とするノイズフィルタ。
【請求項２】
　前記接続板には、電線の挿入方向と垂直方向に突起部が形成されている請求項１に記載
のノイズフィルタ。
【請求項３】
　前記接続板と前記導体板は一体として構成され、前記導体板の一部に前記接圧ばねを固
定した構造としたねじなし端子であることを特徴とする請求項１に記載のノイズフィルタ
。
【請求項４】
　前記接圧ばねを２個隣接して前記導体板の一部に固定し、隣接した前記接圧ばねの中央
部に前記リリースボタンを配置して、隣接した前記接圧ばねの両端部が前記リリースボタ
ンにより同時に押下可能とした請求項３に記載のノイズフィルタ。
【請求項５】
　前記リリースボタンは、押下時に移動のガイドとなるように、側面が前記接続板に接し
ていることを特徴とする請求項１に記載のノイズフィルタ。
【請求項６】
　前記リリースボタンの上部面には、十字形状の溝を備えていることを特徴とする請求項
１に記載のノイズフィルタ。
【請求項７】
　前記リリースボタンの下部面には、電線と隣接する側にのみ、前記リリースボタン本体
の幅及び前記端子カバーのガイド用開口部の幅より広い台座が設けられていることを特徴
とする請求項１に記載のノイズフィルタ。
【請求項８】
　前記ＡＣ入力端子台と前記ＡＣ出力端子台の前記接続板が取り付けられた側壁には、前
記接続板に対応した位置に接続チェック用のチェック孔が設けられていることを特徴とす
る請求項１に記載のノイズフィルタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一体型のケースによって構成された端子台の電線接続インターフェイスを、
ねじなし端子構造としたノイズフィルタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電源ラインや通信ライン等を介して外部から電子機器内に侵入するノイズにより電子機
器が誤動作することを防止するために、コイルとコンデンサで構成されるノイズフィルタ
が使用され、電子機器の安定な動作を行ううえで不可欠なデバイスである。
【０００３】
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　従来、この種のノイズフィルタは、ＡＣ入力端子台とＡＣ出力端子台を一体に形成した
ケース本体にコモンモードチョークコイル、Ｘコンデンサ（アクロス・ザ・ライン・コン
デンサ）及びＹコンデンサ（ライン・バイパス・コンデンサ）を組み込んだ状態でケース
カバーを装着する構造としている。ＡＣ入力端子台とＡＣ出力端子台には外部からの電線
を接続する。
【０００４】
　図１１は、特許文献１に示された従来のノイズフィルタ構造の一例を示した斜視図であ
る。ノイズフィルタ１００は、ケース本体１１２と、その底面部に金属底板１２６、上面
部にカバー１１０が取り付けられ、ケース本体１１２の両端部にＡＣ入力端子台１２０及
びＡＣ出力端子台１２２が設けられている。電線の接続は、ＡＣ入力端子台１２０及びＡ
Ｃ出力端子台１２２に設けられたねじ１３０と座金１３２により端子１３４に、電線の導
線をねじ締めして接続される。アース端子１２４は、金属底板１２６の端部をコの字状に
折り曲げて、上部水平面の座部にねじ孔を設け、ねじによりアースとなる電線の先端をね
じ締めして接続する。
【０００５】
　図１２は、電線を端子に接続した状態を説明する図である。ＡＣ入力端子台１２０に設
けられた接続部に電線１４０を接続する場合に、電線１４０の先端部の絶縁被膜をワイヤ
ストリッパ等で取り除き、圧着端子１４２を取り付ける。そして、熱収縮チューブ等の絶
縁カバー１４４で覆う。圧着端子１４２にはねじ１３０を通し、圧着端子１４２を座金１
３２と端子１３４に挟んでねじ締めする。
【０００６】
　アース端子は、ねじ締めする際に端子部に捩り力が作用するため、特許文献２では、端
子部の座部の先端側面は端子台本体の側面に形成した壁部に当接し、また端子部の座部の
金具を締め付けようとする方向の一側側面は、ケース部材の側面に形成した壁部に当接し
て、それ以上捩じられなくする構造を開示している。
【０００７】
　このような電線を接続するねじ式端子台に対して、簡易な接続方法として、ねじなし端
子が知られている。例えば特許文献３には、組み立てが容易であり、電線を挿入した状態
でもリリースレバーの位置が不安定となることのないねじなし端子が開示されている。ま
た複数個のリリースレバーを共通の固定部で連結し、また、複数個の接圧ばねを共通の連
結部で連結することにより、多連式の場合にも部品点数を削減できる構造である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００７－２８８７１０号公報
【特許文献２】特許４２２５２２７号公報
【特許文献３】特開２０００－２２３１７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、このような従来のノイズフィルタの電線の接続にあっては、ねじ式端子
構造によりねじで締めて接続しているが、電線に圧着端子を取り付けなければならず、圧
着端子の部品コストがかかる他、結線作業においてねじを回す必要があり、さらにメンテ
ナンスではねじの増し締め作業も必要とされる。
【００１０】
　また、ねじ式端子は一般に安全性を保つために端子に端子カバーを被せるが、電線接続
の作業時には端子カバーを開き、結線終了後に端子カバーを閉じる必要があり、電線接続
の導通チェックにも端子カバーの開閉をしなければならず、作業工程が複雑となっている
。この他、ビスガレ不良が発生する可能性があり、発生した場合はねじの交換をしなけれ
ばならず、専用工具を必要とする。
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【００１１】
　圧着端子を使用した電線の結線では、電線を引き出すためのスペース、即ち、電線を横
に引き出すため、側面部に作業エリアを設けなければならない。
【００１２】
　簡易な結線構造としてのねじなし端子は、端子と接圧ばねとリリースボタンとで構成さ
れ、リリースボタンは一般に接圧ばねの屈曲部上部に配置され、接圧ばねの幅方向の中心
部を押下するような構造となっているが、ノイズフィルタ等の小型の電子機器に組み込む
には、狭いスペースにどのような構造で組み込むかが問題となる。
【００１３】
　本発明は、上記問題点を解決し、狭いスペースにねじなし端子を組み込み、導通チェッ
クの容易なノイズフィルタを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、ケース本体と、複数の回路部品を覆った状態でケース本体に装着されるケー
スカバーと、ケース本体にケース本体と一体に形成されるＡＣ入力端子台とＡＣ出力端子
台と、ＡＣ入力端子台とＡＣ出力端子台に、ケース本体の側面部内壁に面して配置された
接続板と、ケース本体側面部に対抗して配置された電線固定用の屈曲した平板状の接圧ば
ねと、ケース本体側面部に対して接続する電線と略平行な位置に配置された接圧ばねの端
部を押下するリリースボタンと、回路部品に接続される導体板とで構成されるねじなし端
子と、電線挿入のための開口部とリリースボタンをガイドする開口部とを備えた端子カバ
ーとを備えたことを特徴とするノイズフィルタである。
【００１５】
　接続板には、電線の挿入方向と垂直方向に突起部が形成されている。
【００１６】
　接続板と前記導体板は一体として構成され、導体板の一部に接圧ばねを固定した構造と
したねじなし端子であることを特徴とする。
【００１７】
　２本の電線を接続する場合には、接圧ばねを２個隣接して導体板の一部に固定し、隣接
した接圧ばねの中央部にリリースボタンを配置して、隣接した前記接圧ばねの両端部が前
記リリースボタンにより同時に押下可能としている。
【００１８】
　リリースボタンは、押下時に移動のガイドとなるように、側面が接続板に接している。
また、リリースボタンの上部面には、十字形状の溝を備えている。
【００１９】
　リリースボタンの下部面には、電線と隣接する側にのみ、リリースボタン本体の幅及び
端子カバーのガイド用開口部の幅より広いストッパが設けられている。
【００２０】
　ＡＣ入力端子台とＡＣ出力端子台の接続板が取り付けられた側壁には、接続板に対応し
た位置に導通チェック用のチェック孔が設けられている。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によるねじなし端子構造を備えたノイズフィルタは、電線とリリースボタンを平
行に配置しているため、ねじがない分実装面積が小さくでき小型の電子機器への搭載に適
した構造である。電線の結線作業も、被覆を除いた電線を差し込むだけで可能であり作業
工数が低減する効果がある。
【００２２】
　また、電線を上部から差し込むだけの作業であり、圧着端子を使用した場合のような作
業エリアも必要としない。さらに、電線をはずす時にもリリースボタンを押すだけで特別
な工具を必要としない。ドライバーを利用でリリースボタンを押す場合にも、リリースボ
タン上部面に十字状の溝があるため、ドライバーの先端部が確実にリリースボタンに嵌合
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してズレが生じず、作業性が良い。
【００２３】
　接続板に対応した位置に導通チェック用のチェック孔を備えているために、完成後の導
通チェックが容易に行え、また、ねじが無いためにねじ増し作業が不要で、完成後のメン
テナンスフリー化が実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明によるノイズフィルタの実施形態を示した外観説明図
【図２】本発明によるノイズフィルタに対する結線状態を示した説明図
【図３】図１のケースカバーを外して内部構造を示した説明図
【図４】図３の端子部カバーを外して内部構造を示した説明図
【図５】本発明のノイズフィルタに設けたねじなし端子構造の実施形態を示した断面図。
【図６】図５のねじなし端子構造に設けた複線用ねじなし端子を取り出して示した説明図
【図７】図６を複線用ねじなし端子を逆方向から示した説明図
【図８】図５のねじなし端子構造に設けた単線用ねじなし端子を取り出して示した説明図
【図９】図８の単線用ねじなし端子を逆方向から示した説明図
【図１０】本発明によるノイズフィルタの回路図
【図１１】従来のノイズフィルタ構造を示した説明図
【図１２】従来のノイズフィルタ構造における電線接続状態を示した説明図
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明によるねじなし端子構造を使用したノイズフィルタの実施形態について、図１～
４を参照しながら説明する。
【００２６】
　図１は、本発明にノイズフィルタの実施形態を示した外観説明図である。ノイズフィル
タ８０はケース本体８２の両側にＡＣ入力端子台８６、ＡＣ出力端子台８８及び２つのア
ース端子台９４－１，９４－２を一体に備え、ケース本体８２に対しケースカバー９２を
装着している。ケースカバー９２は、ノイズフィルタ８０の回路部品（図示せず）を覆っ
ている。
【００２７】
　ＡＣ入力端子台８６には、入力端子にねじなし端子が搭載され、端子カバー１４－１，
１４－２で覆われている。端子カバー１４－１，１４－２には、内部のねじなし端子に外
部から電線を接続するためのテーパ状開口部１６－１，１６－２，１６－３，１６－４が
備えられている。１つの入力端子に対して２本の電線を接続する構造のため、それぞれの
入力端子に対してテーパ状開口部は２つある。さらに、端子カバー１４－１，１４－２に
は、電線の接続を解除するためのリリースボタン５０－１，５０－２用の開口部があり、
リリースボタン５０－１，５０－２の上部面が端子カバー１４－１，１４－２とほぼ同平
面に位置している。リリースボタン５０－１を押し下げることで、両端のテーパ状開口部
１６－１，１６－２から挿入された２本の電線は同時に解除される。リリースボタン５０
－２を押し下げれば、両端のテーパ状開口部１６－３，１６－４から挿入された２本の電
線は同時に解除される。
【００２８】
　ＡＣ出力端子台８８においても、ＡＣ入力端子台８６と同様な構造となっており、出力
端子にねじなし端子が搭載され、端子カバー１４－３，１４－４で覆われている。端子カ
バー１４－３，１４－４にはテーパ状開口部１６－５，１６－６，１６－７，１６－８が
設けられている。さらに、端子カバー１４－３，１４－４にも、電線の接続を解除するた
めのリリースボタン５０－３，５０－４用の開口部があり、リリースボタン５０－３，５
０－４の上部面が端子カバー１４－３，１４－４とほぼ同平面に位置している。
【００２９】
　２つのアース端子台９４－１，９４－２についても内部にねじなし端子が搭載され、端
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子カバー１４－５，１４－６で覆われている。アース端子は、ケース本体８２の底面部に
ある金属底板８４の一部を屈曲させ、取付ねじ９０でアース端子台９４－１，９４－２内
部のねじなし端子と接続している。アース端子も端子カバー１４－５，１４－６で覆われ
、それぞれの端子カバー１４－５，１４－６には、電線接続のためのテーパ状開口部１６
－９，１６－１０及びリリースボタン５０－５、５０－６用の開口部が備えられている。
【００３０】
　電線接続後の導通チェックは、各端子に対応して備えられているチェック孔４６－１，
４６－２，４６－３を使用して行われる。
【００３１】
　図２は、図１のノイズフィルタ８０に、電線２０－１～２０－１０を結線した状態を示
した図である。ＡＣ入力端子台８６の端子カバー１４－１，１４－２に備えられているテ
ーパ状開口部１６－１，１６－２，１６－３、１６－４からは、入力用の電線２０－１，
２０－２，２０－３，２０－４が挿入されている。ＡＣ出力端子台８８の端子カバー１４
－３，１４－４に備えられているテーパ状開口部１６－５，１６－６，１６－７，１６－
８からは、入力用の電線２０－５，２０－６，２０－７，２０－８が挿入されている。ア
ース端子用の端子カバー１４－５，１４－６のテーパ状開口部１６－９，１６－１０から
は、電線２０－９，２０－１０が挿入されている。
【００３２】
　いずれの電線２０－１～２０－１０も、絶縁被膜を取り除き、導体を露出した状態でテ
ーパ状開口部１６の上部から挿入するだけで端子と結線できるため、簡単な作業であり短
時間の作業工程で済む。
【００３３】
　さらに、結線後の導通チェックは、ＡＣ入力端子台８６及びＡＣ出力端子台８８に備え
られているチェック孔４６から、テスターの端子を差し込むだけで検査が可能である。
【００３４】
　チェック孔４６－１にテスターの端子を差込めば、もう一方の端子で電線２０－１，２
０―２との導通チェックができる。また、チェック孔４６－２にテスターの端子を差込め
ば、もう一方の端子で電線２０－３，２０－４との導通チェックができる。さらに、アー
ス端子のチェック孔４６－３によりアース用の電線２０－９との導通チェックができる。
【００３５】
　図３は、ねじなし端子が搭載された図１のノイズフィルタ８０から、回路部品とケース
カバー９２を取り外して内部構造を示した図である。中央部の円筒型スペースには、ノイ
ズフィルタ回路に使用されるコモンモードチョークコイルが収納される。
【００３６】
　図４は、図３のノイズフィルタ８０からさらに、ＡＣ入力端子台８６の端子カバー１４
－１，１４－２、ＡＣ出力端子台８８の端子カバー１４－３，１４－４及びアース端子台
９４－１，９４－２の端子カバー１４－５，１４－６を取り外した図である。ＡＣ入力端
子台８６には、２つの端子にそれぞれ1本ずつの電線が接続され、計２本の電線が接続さ
れる複線用ねじなし端子１０－１，１０－２が搭載されている。ＡＣ出力端子台８８にも
それぞれの端子に複線用ねじなし端子１０－３，１０－４が搭載されている。アース端子
は１本の電線の接続であるため、アース端子台９４－１，９４‐２には、単線用ねじなし
端子１２－１，１２－２が搭載されている。
【００３７】
　図５は、本発明による複線用ねじなし端子１０の構造を説明する断面図であり、ノイズ
フィルタ８０のＡＣ入力端子台８６に組み込んで、電線２０を接続した状態を示している
。複線用ねじなし端子１０は、接圧ばね３２、接続板３４、導体板３８と接圧ばねを押下
するリリースボタン５０から構成されている。この基本構造は、単線用ねじなし端子１２
も同様である。
【００３８】
　ＡＣ入力端子台８６は、ノイズフィルタ８０の端部に設けられており、ＡＣ入力端子台
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側壁１８の内側に複線用ねじなし端子１０が組み込まれている。ＡＣ入力端子台側壁１８
に当接して接続板３４が配置され、接続板３４の一部には、水平方向に突起部３６がある
。接続板３４からは導体板３８が一体で形成され、導体板３８は、接続板３４から底面部
４２、連結部４０と端子接続部４４から成っている。
【００３９】
　導体板３８の連結部４０は、底面部４２から垂直に立ち上がった部分であり、接続板３
４と対向した位置にある。この連結部４０に、平板状の接圧ばね３２を固定する。導体板
３８及び接圧ばね３２は通常金属材料を使用しており、例えばスポット溶接等で固定する
。ただし、接圧バネ３２は必ずしも金属である必要は無く、また、導電性である必要も無
い。
【００４０】
　接圧バネ３２は、連結部４０で固定され、上部で屈曲して接続板３４方向に斜めに突き
出た形状となっている。接圧バネ３２の上部屈曲部は、端子カバー１４の溝部に位置し、
屈曲部背面が端子カバー１４の壁面に当接しているため、後方への移動が制限される。接
圧バネ３２の先端の角部は、導線２４の引き抜きに対して、導線２４に食い込む力が働い
て、導線２４の引き抜きを防止している。
【００４１】
　電線２０は、先端部の絶縁被膜２２を取り除き、導線２４を露出して端子カバー１４の
テーパ状開口部１６から挿入される。
【００４２】
　電線２０の先端部導線２４は、上部から垂直方向にテーパ状開口部１６から挿入される
が、このとき接圧ばね３２を下方に押す。接圧ばね３２は下方斜めに向いているから、容
易にバネの反発力に打ち勝ち、導線２４を挿入できる。挿入されたた導線２４は、接圧ば
ね３２の反発力で接続板３４方向に押圧され、接続板３４にある突起部３６に当接して導
線２４と接続板３４との電気的導通状態となる。
【００４３】
　電線２０を上方向に引き抜く力が働いても、接圧ばね３２の屈曲部は端子カバー１４の
溝部に固定されているから、接圧ばね３２の角部が導線２４に食い込んで、導線２４が引
く抜かれることはない。
【００４４】
　導線２４を引き抜くときには、電線２０と接続板３４に対して平行に配置されたリリー
スボタン５０を押し下げる。リリースボタン５０の先端部は、接圧ばね３２の幅方向の中
心部より端方向の端部を押して、接圧ばね３２を導線２４から離して押圧を解除する。接
圧ばね３２により押圧を解除された導線２０は容易に引き抜くことができる。
【００４５】
　電線２０をねじなし端子１０－１に接続した場合の導通チェックは、ＡＣ入力端子台側
壁１８に設けられているチェック孔４６から、テスターの端子を差し込んで接続板に当て
、容易に導通チェックが行える。
【００４６】
　図６は、ＡＣ入力端子台８６及びＡＣ出力端子台８８に使用される複線用ねじなし端子
１０の構造を示した図である。ＡＣ入力端子やＡＣ出力端子は、電源容量との関係から２
本の電線を接続する場合も多く、図６は、２本の電線を接続するねじなし端子の構造であ
る。
【００４７】
　図６において、接続板３４は水平方向に２つの突起部３６－１，３６－２を有し、突起
部３６－１，３６－２下方に先端が位置するように、接圧ばね３２－１，３２－２が平行
に配置されている。接圧ばね３２－１，３２－２は、接続板３４と対向する位置にある導
体板３８の連結部４０に固定されている。導体板３８の先端部には２つの端子接続部４４
があり、コモンモードチョークコイルや各コンデンサのリード線とハンダ付けされて電気
的に接続される。これらの電子部品は、プリント基板を使用してプリント回路基板の配線
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部にハンダ付けし、端子接続部４４と電気的に接続してもよい。
【００４８】
　リリースボタン５０は、２つの圧接ばね３２－１，３２－２の中央部に配置され、底面
部が２つの圧接ばね３２－１，３２－２の端部側に当たる様になっている。このような配
置により、１つのリリースボタン５０を押下すると、２つの圧接ばね３２－１，３２－２
が同時に押し下げられるため、２つの圧接ばね３２－１，３２－２に対応した２つのリリ
ースボタン５０が必要でなく、１つのリリースボタン５０でよい。このため、省スペース
構造のねじなし端子が実現でき、小型の電子機器に容易に搭載可能となる。
【００４９】
　また、従来のねじなし端子構造に見られるように、リリースボタン５０を接圧ばね３２
－１、３２－２の上部位置に配置した構造に対して、２本の電線２０間にリリースボタン
５０を配置する構造としている点に特徴がある。このような構造とすることにより、図６
の幅方向に電線２０とリリースボタン５０を配置する従来構造よりも狭い幅でねじなし端
子が構成されるため、当然にノイズフィルタ８０の両端に設置されるＡＣ入力端子台８６
及びＡＣ出力端子台８８の幅方向の設置スペースを狭くでき、ノイズフィルタ全体として
大幅な省スペース構造が実現できる。
【００５０】
　リリースボタン５０の上部面には、十字形状の溝５２が設けられている。リリースボタ
ン５０は電線２０の間に配置されており、小さな部品であるために、接続した電線を外す
ときは、汎用的に使用されるドライバーの先端を押し当てて押し下げるのが便利である。
ドライバーはプラスとマイナスのドライバーがあるため、いずれのドライバーの先端部を
押し当ててもズレが生ずることなくリリースボタン５０に押圧がかかるようにするために
設けたのが十字形状の溝５２である。この十字形状の溝５２に、ドライバーの先端部が嵌
め合わされて、リリースボタン５０を押下し、接圧ばね３２－１、３２－２を押し下げる
。
【００５１】
　リリースボタン５０の底部には、ストッパ５４が設けられていて、端子カバー１４のリ
リースボタン開口部からの抜けを防止している。
【００５２】
　図７は、図６の複線用ねじなし端子１０を逆方向から見た図である。リリースボタン５
０の底部にあるストッパ５４が無く、平面となっている。この様に、ストッパ５４を片側
だけに設けることにより、リリースボタン５０の底面部の幅を狭くでき、高密度実装に適
した省スペース構造のリリースボタン５０とすることができる。
【００５３】
　図８は、単線用ねじなし端子１２の構造を示した図である。単線用ねじなし端子１２は
、主にアース端子のねじなし端子として使用する。
【００５４】
　単線用ねじなし端子１２が図６の複線用ねじなし端子１０と異なるのは、接圧ばね３２
が１つであることは勿論、導体板３８が接続板３４と垂直方向に配置された構造となって
いることである。そして、導体板３８にはねじ孔５６が設けられている。これは、金属底
板に接続されるアース端子は、金属底板の端部を垂直方向に屈曲させて導体板３８に当接
して、ねじで固定するためである。
【００５５】
　また、接圧ばね３２は、導体板３８に対して垂直方向に固定され、接続板３４と対抗し
ている。固定強度は、接圧ばね３２の下部と背面部にＡＣ入力端子台内部の押し当て部に
より補強されている。
【００５６】
　図９は、図８の単線用ねじなし端子１２を逆方向から見た図である。単線用ねじなし端
子１２においても、複線用ねじなし端子１０と同様に、リリースボタン５０の底部にある
ストッパ５４は片側だけである。図５では、電線２０側にストッパ５４を設けているので
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、逆側は平面となり、導体板３８に近接して配置することができたが、単線用ねじなし端
子１２においても同様に高密度実装に適した省スペース構造のリリースボタン５０とする
ことができる。
【００５７】
　図１０は、本発明のノイズフィルタ８０の実施形態で使用したノイズフィルタ回路６０
である。ＡＣ入力端子６２ａ，６２ｂとＡＣ出力端子７０ａ，７０ｂの間には、コモンモ
ードチョークコイル６６を挟んで、Ｘコンデンサ６４をライン間に接続し、各ラインはＹ
コンデンサ６８を介して接地されている。ライン間には保護用のブリーダ抵抗７４を挿入
している。コモンモードチョークコイル６６はＡＣ入力端子６２ａ，６２ｂとＡＣ出力端
子７０ａ，７０ｂの間に接続されて低域のコモンモードノイズを減衰させる。
【００５８】
　Ｘコンデンサ６４はコモンモードチョークコイル６６の入力側及び出力側のライン間に
接続されて低域のノーマルモードノイズを減衰させる。Ｙコンデンサ６８はライン・グラ
ンド間に接続されて高域のコモンモードノイズとノーマルモードノイズを減衰させる。ア
ース端子７２は、ケース本体の底部に設けられている金属底板と接続されている。
【００５９】
　ノイズフィルタ８０の回路部品は、それぞれのリード線がハンダ付けにより電気的に接
続され複線用ねじなし端子１０の端子接続部４４に接続している。また、回路部品はプリ
ント基板を使用して配線してもよいことは勿論である。この場合は、プリント基板に端子
接続部４４を通す開口部を備え、端子接続部４４をこの開口部に通して配線部とハンダ付
けして電気的に接続すると共に、プリント基板を端子接続部４４により固定することにな
る。プリント基板は、ケースカバー９２により覆われ保護される。
【００６０】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、本発明はその目的と利点を損なうことのない適
宜の変形を含み、更に、上記の実施形態よる限定は受けない。
【符号の説明】
【００６１】
　１０，１０－１～１０－４　複線用ねじなし端子
　１２，１２－１，１２－２　単線用ねじなし端子
　１４，１４－１～１４－６　端子カバー
　１６，１６－１～１６－１０　テーパ状開口部
　１８　ＡＣ入力端子台側壁
　２０，２０－１～２０－１０　電線
　２２　絶縁被膜
　２４　導線
　３２，３２－１，３２－２　接圧ばね
　３４　接続板
　３６，３６－１，３６－２　突起部
　３８　導体板
　４０　連結部
　４２　底面部
　４４　端子接続部
　４６，４６－１，４６－２，４６－３　チェック孔
　５０，５０－１～５０－６　リリースボタン
　５２　十字形状の溝
　５４　ストッパ
　６０　ノイズフィルタ回路
　６２ａ，６２ｂ　ＡＣ入力端子
　６４　Ｘコンデンサ
　６６　コモンモードチョークコイル
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　６８　Ｙコンデンサ
　７０ａ，７０ｂ　ＡＣ出力端子
　７２　アース端子
　７４　ブリーダ抵抗
　８０　ノイズフィルタ
　８２　ケース本体
　８４　金属底板
　８６　ＡＣ入力端子台
　８８　ＡＣ出力端子台
　９０　取付ねじ
　９２　ケースカバー
　９４　アース端子台

【図１】 【図２】
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